
のしろ市議会だより

●
国
保
税
率
（
能
代
介
護
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
改
正

　

国
保
会
計
の
見
通
し
や
医
療
費

の
抑
制
対
策
、
国
保
税
率
の
統
一

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
平
成
19
年

度
以
降
も
赤
字
が
見
込
ま
れ
、
改

正
の
検
討
が
必
要
。
医
療
費
の
抑

制
に
つ
な
が
る
健
康
づ
く
り
支
援

を
進
め
る
。
二
ツ
井
に
お
い
て

は
、
十
分
な
財
政
調
整
基
金
も
あ

り
、
３
年
間
は
現
状
維
持
し
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

国
保
加
入
者
の
多
く
は
低
所
得

層
で
あ
り
、
昨
年
に
続
い
て
の
引

き
上
げ
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る

こ
と
か
ら
認
め
が
た
い
と
の
一
部

意
見
が
あ
っ
た
が
、
条
例
、
予
算

と
も
多
数
で
可
決
し
た
。

●
能
代
市
立
学
校
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

　

渟
城
３
校
再
編
に
当
た
っ
て
の

教
育
委
員
会
の
考
え
方
に
つ
い
て

触
れ
ら
れ
、
子
供
た
ち
に
等
し
く

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
提
供
し
た

い
と
い
う
考
え
方
が
基
本
に
あ

る
。
渟
城
３
校
は
地
理
的
に
も
近

く
、
子
供
た
ち
が
等
し
く
競
い
合

い
、
多
く
の
仲
間
と
関
わ
り
合
え

る
環
境
も
つ
く
れ
る
と
の
考
え
か

ら
３
校
廃
止
２
校
新
設
と
な
っ
た

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

●
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

国
体
の
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
市
内
の

宿
泊
施
設
の
対
応
状
況
は
、
能

代
で
１
２
９
３
人
、
二
ツ
井
で

１
３
５
人
、
宿
泊
定
員
の
８
割
を

提
供
可
能
だ
。
市
内
の
施
設
を
利

用
い
た
だ
け
れ
ば
、
相
当
金
額
が

能
代
地
区
に
及
ぼ
さ
れ
る
。
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
し
て

い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

　

新
規
事
業
で
あ
る
学
校
生
活
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
、
普
通
学
級
で
理
解
面
で
お
く

れ
て
い
る
子
供
等
に
非
常
勤
職
員

が
支
援
し
て
い
く
事
業
で
、
今
年

度
８
人
の
非
常
勤
職
員
を
お
願
い

し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
対

応
や
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
管
理
費
等

に
も
触
れ
ら
れ
活
発
な
審
議
が
行

わ
れ
た
。

　

事
務
の
調
査
で
は
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
払
い
の
お
く
れ

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
今
後

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
構
築
に
努
め
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

︵
菊
地
︶ 

●
中
川
原
地
区
・

向
能
代
地
区
の
整
備
事
業

　

桧
山
川
運
河
改
修
事
業
も
あ
る

の
で
総
事
業
的
に
計
画
ど
お
り
実

施
で
き
る
の
か
、
と
の
質
疑
に
対

し
、
中
川
原
地
区
は
平
成
22
年
度

ま
で
に
、
向
能
代
地
区
は
平
成
20

年
度
ま
で
に
整
備
す
る
予
定
で
あ

る
。 

桧
山
川
運
河
改
修
事
業
は
、

平
成
５
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま

で
の
計
画
で
中
川
原
地
区
整
備
事

業
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
事
業
費

ベ
ー
ス
で
の
進
捗
率
は
57
％
で
あ

る
。
計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
、
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

●
除
雪
対
策
に
つ
い
て

　

今
冬
の
大
雪
で
建
設
部
と
し
て

の
対
応
と
今
後
の
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
、
と
の
質
疑
に

対
し
、
災
害
対
策
本
部
を
１
月
８

日
に
設
置
し
、
市
道
の
除
雪
、
高

齢
者
等
へ
の
対
応
や
自
治
会
の
取

り
組
み
等
を
組
織
全
体
で
対
応
し

た
。
今
後
は
、
行
政
だ
け
で
100
％

実
施
は
困
難
で
、
住
民
の
協
力
体

制
、
課
題
で
あ
る
雪
捨
て
場
等
の

確
保
に
つ
い
て
、
除
雪
計
画
を
策

定
し
、
降
雪
期
に
備
え
た
い
、
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

●
河
畔
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

河
畔
公
園
整
備
事
業
は
、
平
成

24
年
度
ま
で
の
事
業
と
な
っ
て
い

る
が
、
見
直
し
は
で
き
な
い
か
、

と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
は
施
設
中
心
に
整
備
を
進
め
て

き
た
が
、
今
後
は
休
息
、
癒
し
の

場
所
と
し
て
整
備
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
緊
急
の
場
合
は
、
総
合

体
育
館
を
含
め
、
非
難
場
所
と
し

て
利
用
し
た
い
、
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

●
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

簡
易
水
道
事
業
︵
鶴
形
、富
根
、

仁
鮒
︶
の
水
道
使
用
料
負
担
の
方

向
性
は
、
と
の
質
疑
に
対
し
、
維

持
管
理
は
使
用
料
で
100
％
賄
っ
て

い
く
こ
と
が
原
則
で
あ
る
こ
と
か

ら
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
の

使
用
料
に
差
が
あ
る
の
で
、
料
金

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
今
後
全
体

を
考
え
た
中
で
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
、
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
富
根
、
仁
鮒
の
簡
易
水
道
の

水
源
と
水
質
の
状
況
に
つ
い
て
、

水
源
は
そ
れ
ぞ
れ
地
下
水
を
利
用

し
、
ど
ち
ら
も
水
質
は
良
好
で
あ

り
、
消
毒
設
備
の
み
で
飲
用
が
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
水
道
管
の
更

新
に
つ
い
て
は
、
仁
鮒
は
今
年
度

す
べ
て
塩
ビ
管
等
に
更
新
予
定
で

あ
る
。
富
根
は
今
後
道
路
工
事
と

あ
わ
せ
て
更
新
し
た
い
、
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

︵
田
中
︶
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